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論文内容の要旨
本論文は非対称な弾性ロータの振動現象を解明し、実際のロータ設計の際に使用できる資料を与え
るために行なったものである。種々のロータ系についてつりあわせの方法を提案し、従来の方法と比
較し、さらに、つりあわせ許容値設定に対する方針を与えている。
本文は H編より成っている。第 I 編は主に非対称弾性ロータ系の振動現象の理論的解析を行ってい
るものである。第 1 章は第 1 編の内容の概説である。
第 2 章は、非対称回転軸を有する弾性ロータに断面 2 次モーメントの非対称性と、従来無視されて
いた回転慣性の非対称性を考慮した連続体としての運動方程式を導き、自由振動と強制振動について
解析をおこなって回車云慣性の不安定におよぼす影響について検討し、回車云慣性の非対称性によって高
次の危険速度で不安定領域が大きくなることを明らかにしている。
第 3 章は、オーバハング部を有する非対称回転軸の自由振動および強制振動について解析し、実験
による検討も加えて、オーバハング部を有する非対称軸ロータの不安定問題を解明するとともに対称
軸ロータとの関連を明確にしている。第 4 章は、オーバハング部を有する回転軸の振動を少なくする
ような回転軸の設計方法を提案し、実験によりこの方法を確認し この方法がオーバハングロータの
設計に十分役立つことを示している。第 5 章は、非対称な回転軸について、駆動力が有限な場合の危
険速度通過時の振動について解析を行ない、種々の新しい現象の存在を明らかにし、実験によってそ
の存在を明らかにしている。第 6 章は第 5 章の解析にわいて、過渡現象の解析に Tracking Function 
法を使用する方法を述べ、これを用いて物理的解釈を行なって、この方法により、第 5 章の諸現象を
牧l理的に明らかにしている。
第 H 編は弾性ロータのつりあわせに関する一連の研究であって、 7 章より成っている。第 1 章は第
H 編の内容の概説である。第 2 章は、剛性ロータのつりあわせ方法に対する理論的な考察、および弾
性ロータと剛性ロータとの相違について述べ、弾性ロータのつりあわせの困難さを指摘している。第
355 -
3 章は、剛な軸受で両端が支持された弾性ロータのつりあわせ方法として、軸受力を零にするつりあ
わせ方法を示し、従来あるモーダルバランス法と理論的に比較検討して、軸受反力を零にするつりあ
わせ法の方がすぐれていることを明らかにし、さらに、両方法の長所を利用したつりあわせ方法を提
案しているO 第 4 章は、両端が軟軸受台で支持された弾性ロータのつりあわせ方法を提案し、理論的
および実験的にこの方法のすぐれていることを明らかにしている。
第 5章は、非対称な剛性を持つ弾性ロータの解析をおこない、非対称軸ロータ特有の特性を考慮に
入れたつりあわせ方法を提案し、理論的および実験的にこのつりあわせ方法のすぐれていることを明
らかにしている。第 6 章は第 3 章で示したつりあわせ方法を用いて、オーノfハング部を有するロータ
のつりあわせにおいて注意しなければならないことを種々指摘し、軸受反力を零にするつりあわせ方
法の方がこの場合にもすぐれていることを明らかにしている。第 7 章は、以上のつりあわせ方法をも
とにして弾性ロータのつりあわせ基準作製の方法を提案している。
論文の審査結果の要旨
本論文は、危険速度に近い回転数で運転される、いわゆる弾性ロータの振動問題が、最近の回転機
械の高速化大型化とともに重要となってきたにも拘らず、未解決の点が多い現状にかんがみ、その基
本特性を理論的に解明し、さらに最も合理的なつりあわせ試験法を提案したものである。すなわち、
この種のロータのうちで最も振動事故を起こし易い非対称ロータを対象にとり、その振動現象に対し
て理論解析を行なって、安全なロータの設計方法を提案している。つぎに、このような弾性ロータの
振動除去に対するつりあわせ試験法について検討を加え、従来用いられてきたモーダルバランス法を
批判し、新たに軸受力を零にするつりあわせ法を考案して、その有効性を実証し、さらに、弾性ロー
タのつりあわせ許容値に対しでも合理的な基準を提案している。この方法は、日本機械学会のつりあ
わせに関する基準制定のための研究部会において採用され、 1 S 0 (国際標準機構)国際会議におい
て日本側資料として提出されたものである。
以上の結果は、従来のつりあわせ試験法では困難とされていた弾性ロータの振動問題の主要な部分
に有効適切な解決法を示したものであって、高速回転機械の安全性向上に大いに寄与する点で、工業
上重要な意義がある。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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